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八東川と若桜町の概要

 八東川は、鳥取県東部を流れる一級河川千代川に注ぐ幹線流路延長３９．１km、流域面積４１７．３km2の河川です。
 八東川の上流に位置する八頭郡若桜町は、人口約３，１００人の町です。
 今回の取組みの舞台は、平成３年に多自然川づくりが行われた若桜町中心部の中之島公園の隣接部に位置します。
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現状と取組みのきっかけ
【完成当時の状況（平成3年）】 【取組前の状況（平成29年）】



（ホタル鑑賞会） （わかさ清流まつり）

現状と取組みのきっかけ

地域との連携・協働のかたち

憩いの水辺づくり推進協議会

若桜町観光協会 千代川漁業協同組合若桜支部若桜町
連携
協力

 活動状況の広報
 住民との調整
 水路修繕

など

 ホタル鑑賞会の開催
 草刈りなどの維持管理

（スーパーボランティア
支援事業の活用）など

 わかさ清流まつりの開催
など

鳥取県八頭県土整備事務所（河川管理者）
 遊歩道の整備及び低水護岸補修
 自然石を用いた堰の補強
 部分的な河床掘削 など

河川管理者としての支援

★公共空間を利活用して行う地域づくりや賑わい創出を目的とした土木施設の維持管理活動を行っている団体を
スーパーボランティアとして認定し、維持管理費及び維持管理した施設を利活用するために設置する簡易な施設
の設置などについて、県が支援を行います。

【憩いの水辺づくり推進協議会】

 平成２９年４月１０日 第１回協議会 ・・・協議会立ち上げ
 平成２９年６月２日 第２回協議会・現地打合せ ・・・計画検討
 平成２９年７月２０日 第３回協議会・現地打合せ ・・・計画検討
 平成２９年９月１日 第４回協議会 ・・・計画整理及び役割分担

地域との連携・協働のかたち
〇憩いの水辺づくり（八東川支流河川公園～中之島公園周辺区域）事業計画

地域との連携・協働のかたち

看板設置：若桜町観光協会 土砂が堆積し、支川への流入がない

川へのアプローチがないホタルの小川が埋まっていた協議会の現地打合せ状況



当初計画（憩いの水辺づくり全体イメージ）
スーパーボランティア制度による草刈り区間

ホタル鑑賞エリア

わかさ清流まつり会場

遊歩道の整備（県）

⾃然⽯を使った堰の整備
及び広場の整備（県）

河床掘削（県）

水路修繕
（町）

当初計画（遊歩道整備のイメージ）

 このエリアをホタル鑑賞等で周遊できるように、
石積みによる低水護岸と遊歩道整備を実施する。

 ホタルの餌となるカワニナが住む水路へのアプローチにもなることから、年間
を通じて水路環境の維持管理や水辺の環境へふれあう活動に弾みをつける。

★当該水路が河川に合流する橋のたもと
までに絞り込み、遊歩道の整備を進める。

①ホタルが乱舞する河川近くへのアプローチ
⇒より魅力的な自然体験エリアの創出

②カワニナの住む水路へのアプローチ
⇒年間を通じて、水路環境の維持管理や

河川の生態系や環境を学ぶ体験学習など
地域の活動に弾み

当初計画（堰の補強イメージ）

 わかさ清流まつりにおいて、ニジマスを放流し
つかみ取りをするため、既存の６箇所の自然石の
堰を自然石で補強する。

地域活性化・まちづくりへの県の支援体制

 河川管理者として、河川景観や自然体験エリア等の地域資源を創出・再生するお手伝い
をして、地域の活動に弾みをつけるきっかけとする。

 水際へのアプローチ施設や景観上支障となる立木の伐採など、地域住民だけでは対応
できない作業を支援する。

【 ふるさ と まちづく り 支援事業（ 県民と 協働するかわづく り ） の目的と 具体的な支援内容】

 遊歩道を整備することにより、季節になると多くのホタルが乱舞する河川近くまで来訪者
を安全に誘導し、より魅力的な自然体験エリアを創出することが出来る。

 遊歩道を整備することにより、ホタルの餌となるカワニナが生息している水路（水際）への
アプローチが容易となり、ホタルの鑑賞時期だけでなく、年間を通じてカワニナが繁殖する
水路環境の維持管理や水辺の環境へふれあう活動に弾みをつけることが出来る。

【 当該計画箇所における遊歩道整備等に期待する効果】

目的と期待する効果が合致！！！

整備効果と当該事業の目的が合致する区間に絞り込み、必要最小限の整備を実施する！！



■ 既設石畳風遊歩道
及び低水護岸修繕

■ 石畳風遊歩道整備

■ホタルの小川の復旧

■ 巨石飛び石

西日本豪雨等による計画変更

 西日本豪雨の状況を踏まえ、河床掘削を取止めた。
 災害復旧工事との調整を行った。

 ホタルの小川が完全に埋塞
したため、その復旧を実施した。

 西日本豪雨により、
高水敷が洗われ、既存
の石畳が姿を見せた。

 ホタルの出現エリアも広がったことから、
補修も含め遊歩道整備区間を延伸した。

施工時の工夫

 洪水等に耐えうるようにモルタルで石の隙間
を充填し、固める構造とした。

 石張りは、大小の石を混ぜて乱張りにする。
 石畳風遊歩道の表面は、できるだけ平らな面

になるように張る。

 コスト縮減のため、西日本豪雨で流れて
きた巨石を用いた飛び石

①景観を最重視し、造園業者へ工事発注

②施工上の工夫により、コストを縮減

工事完成

■石畳風遊歩道整備

■水路（ホタルの小川）復旧

■既設石畳風遊歩道及び低水護岸修繕

■巨石飛び石

工事完成

～若桜町広報誌より抜粋～



今後の展開
（多自然川づくりと地域活性化の好循環）

『地域住民の交流活動』や
『地域おこし活動』の支援

『河川環境学習』や『防災学習』
の場としての整備

『交流人口の増加』や
『体験型観光拠点』
の場としての整備

★自然環境が残る中山間地域では、色々な視点
を加えた地域との連携・協働による多自然川づ
くりは、地域の持続的発展の鍵の一つ。

【八東川・河川公園／若桜町若桜】

【横瀬川・親水公園／智頭町中原】

【八東川・若桜町庄ノ瀬】

★「既存施設や自然環境の活用」と「維持管理の
継続」も期待できる。

親水箇所への進入路整備

河川内に散乱している巨石を並べ親水性を向上

ご清聴ありがとうございました。


